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メソアンサンブル予報（MEPS）の出力予測の大外れ事例に注目して、
全球アンサンブル予報（GEPS）の雲量予報との比較解析を行った。
MEPS（39時間前予測)のアンサンブルメンバー間のばらつきは小さい
が、日射量予測の大外れの事例を確認した。
GEPSによる数日前の雲量予測の情報を解析すると、３日前頃にはばら
つき（予測の不確実性）を確認することができた。
中層、下層に比べて上層雲量ではばらつきが大きく、中層雲量はやや少
なめであった。

（今後の予定）
•GEPSの数日前のばらつきの情報からMEPSの日射量予測の大外れを事
前に検知できないかを分析
•事例の蓄積から、日射量予測の大外れ事例の雲量予測傾向を確認

https://doi.org/10.1016/j.solener.2018.02.069
https://criepi.denken.or.jp/hokokusho/pb/reportDetail?reportNoUkCode=C20008
https://doi.org/10.3390/en14113245
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nwpreport/66/No66_all.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nwptext/52/No52_all.pdf

	スライド番号 1

